



































































ジア，の 8州であった。そのうち大票田のテキサスは 4人増えて 38人とな
り，また 2000年選挙で焦点となったフロリダが2人増えニューヨークと同








州 2000年 2010年 '0→'10 '90→'10 '60→'10 
アラノ〈マ 9 9 。 。 l 
アラスカ 3 3 。 。 。
アリゾナ 10 11 +1 +3 +6 
アーカンソー 6 6 。 。 。
カリフォルニア 55 55 。 +1 +15 
コロラド 9 9 。 +1 +3 
コネティカット 7 7 。 -1 l 
デラウェア 3 3 。 。 。
DC 3 3 。 。 。
フロリダ 27 29 +2 十4 +15 
ジョージア 15 16 +1 +3 +4 
ノ、ワイ 4 4 。 。 。
アイダホ 4 4 。 。 。
イリノイ 21 20 1 -2 6 
インディアナ 11 1 。 -1 -2 
アイオワ 7 6 1 -1 3 
カンサス 6 6 G 。 l 
ケンタッキー 8 8 。 。 -1 
Jレイジアナ 9 8 l -1 -2 
メイン 4 4 。 。 。
メリーランド 10 10 。 。 。
マサチューセッツ 12 11 l -1 -3 
ミシガン 17 16 l -2 -5 
ミネソタ 10 10 。 。 。
ミシシッピ 6 6 。 -1 -1 
ミズーリ 1 10 一l -1 -2 
モンタナ 3 3 。 。 -1 
ネプラスカ 5 5 。 。 。
ネバダ 5 6 +1 十2 +3 
ニューハンプシャー 4 4 。 。 。
ニュージャージー 15 14 1 -1 -3 
ニューメキシコ 5 5 。 。 +1 
ニューヨーク 31 29 -2 -4 14 
ノースカロライナ 15 15 。 十1 十2
ノースダコタ 3 3 。 。 I 
オハイオ 20 18 2 -3 8 
オクラホマ 7 7 。 1 -1 
オレゴン 7 7 。 。 十l
ペンシルバニア 21 20 l -3 -9 
ロードアイランド 4 4 。 。 。
サウスカロライナ 8 9 十1 +1 +1 
サウスダコタ 3 3 。 。 -1 
テネシー 11 11 。 。 。
テキサス 34 38 +4 +6 +13 
ユタ 5 6 +1 +1 十2
パーモント 3 3 。 。 。
パージニア 13 13 。 。 +1 
ワシントン 1 12 +1 +1 +3 
ウエストパージニア 5 5 。 。 -2 
ウィスコンシン 10 10 。 -1 -2 
ワイオミング 3 3 。 。 。
合計 538 538 
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増)，アリゾナ，ジョージア(それぞれ3増)，ネパダ (2増)がある。一方，
2人以上減少した1'1'1としては，ニュー ヨー ク (4減)，オハイオ，ペンシルパ
ニア(それぞれ3減)，イリノイ， ミシガン〈各2減〉がある。また，選挙






























2008年時点では「堅い民主党地盤 (SolidDemocrat) Jが 30州あり，
「民主寄りの州 (LeanDemocrat)Jを含めると全 51州 (DC含む)のうち
のおよそ 3分の 2に当たる 36州が民主党優勢の介|と分類された。けれども，
2012 年の 1 月 ~6 月の調査結果に基づくと，堅い民主あるいは民主寄りを含
めた民主党優勢の州は 17州へと半減している。それに対して，共和党が優







2008 2009 2010 2011 2012 
堅い民主 30 24 14 12 14 
民主寄り 6 10 9 7 3 
競合的 10 12 18 15 16 
共和寄り 5 7 9 
堅い共和 4 4 5 10 9 
民主計 36 34 23 19 17 
共和計 5 5 10 17 18 
データ:Gal1up 2012b 
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「民主寄りJ39人， r競合的J163人， r共和寄り (LeanRepublican) J 99 
























ノ〈ー ジニア 13 





デー タ・ GaIlup2012b 

























党地盤と共和党地盤に分けられ，接戦の場合は全体の 4分の lか5分の lの
州で勝敗が決する。それに対して，いわゆる地滑り的勝利 Oandslidevic-














アナ (11人)，アイオワ (6人)，コロラド (9人)，ニューメキシコ (5人)，
ネパダ (6人)，フロリダ (29人)(カッコ内は 2012年での選挙人数)の 9







































(government issued photo ID)の提示を義務付ける投票者ID法が成立し


























































男性での重視する政策争点のトップ 5は， 1位一財政赤字， 2位 ガソリン
価格， 3位一健康保険， 4位一国際間題， 5位一失業，であったのに対して，










































































支持率が高い 18歳-34歳の若年層では， 4年前には 62%が関心の高い層で
あったが，今回はそれが45%へと大幅に低下していた (WSJ2012/5/8)。






























現職候補が敗れている。選挙年の l月時点の失業率に関して， 2012年は 8.3
ポイントと，たしかにこれらの中ではワーストの値を示していた。しかし，
70 (516 ) 
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表 5 現職候補が存在した時の経済統計と大統領支持率:1980年以降
現職候補 カーター レーガン ブッシュクリントンブッシュ オパマ
年 1980 1984 1992 1996 2004 2012 
選挙年1月の失業率 8.1 8.0 7.3 5.8 5.7 8.3 
失業率の変化 cl月→9月) 0.3 -0.6 0.3 0.6 -0.3 -0.5 
雇用増加率 (Q4→Q3) -0.5 3.4 0.4 1.5 1.0 1.0 
GDP成長率 (Q4→Q3) 1.9 4.7 3.2 3.3 2.1 1.3 
消費者信頼度指数 (Q3) 68 101 60 110 102 64 
消費者感情指数 (Ql) 67 99 76 95 96 76 
経済面での大統領支持率 (Q2) 19 54 31 55 44 42 
大統領支持率 (Q2) 36 55 39 55 48 47 
(出所) Prysby 2013・119
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大きな理由であった。また 4年前の選挙で若年層投票者の 4人中 3人がオパ
マに投票し，オパマの当選に寄与したことから，若者の票固めに入ったとみ



























































ワー ド 回数 ワー ド 回数
Obama 175 Romney 109 
Romney 92 Business 86 
Jobs 88 Jobs 80 
Women 69 Obama 6 
Economy 53 Government 6 
Middle c1ass 47 Lead邑rship 53 
Tax 39 Success 44 
Fight 39 Better 44 
Health 38 Economy 41 
Business 35 God 35 
Forward 33 Tax 32 
Education 33 Ryan 31 
Leadership 32 Small business 27 
Vote 29 Women 26 
Medicare 26 Freedom 21 
Ryan 25 Debt 21 
God 22 American Dr巴am 20 
Choice 22 Hope 19 
Invest 22 Fai! 17 
Bett巴r 21 Unemployment 17 
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表7 党大会による支持率の変化
年 民主党 変化 共和党 変化
1964 ジョンソン +3 ゴールドウォーター +5 
1968 ハンフリー +2 ニクソン +5 
1972 マクガノfン 。 ニクソン +7 
1976 カー ター 十9 フォー ド +5 
1980 カー ター +10 レー ガン +8 
1984 モンデール +9 レー ガン +4 
1988 デュカキス +7 ブッシュ(父) +6 
1992 クリントン 十16 ブッシュ(父) +5 
1996 クリントン +5 ドー ル +3 
2000 ゴア +8 ブッシュ +8 
2004 ケリー -1 ブッシュ +2 
2008 オバマ +4 マケイン 十6
2012 オバマ +3 ロムニー l 














































WSJjNBC 48 47 
Pew Research 50 47 
NewsweekjDaily Beast 47 44 
National Journal 50 45 
Quinnipiac 49 45 
NPR 47 48 
Rasmussen Tracking 47 49 
USA TODA Y jGallup 49 45 
Gallup 49 50 
FOX News 46 46 
ABC NewsjWash Post 50 47 
の調査によれば，ロムニーが勝ったと答えた人が46%であったのに対して，
オパマが勝ったと回答した人は 22%にとどまり， 32%が両者タイと答えた
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オパマ再選への軌跡
表9 1十l別得票率の代表値:2004-2012 
年 候補者 政党 平均値 最大値 最小値 標準偏差
2004 ブッシュ 共和 52.3 72.7 9.3 10.414 
ケリー 民主 46.6 89.2 26.4 10.370 
2008 オパマ 民主 51.3 92.9 32.7 11.121 
マケイン 共和 47.2 65.6 6.5 11.102 
2012 オバマ 民主 49.0 91.4 24.9 11.798 
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表10 ギャラップ調査に基づく「競合的な川IJの選挙結果
升| オパマ ロムニー 勝利政党
オバマ得票率変化
(対2008年〕
メイン 56.0 40.9 民主 -1.7 
ニューメキシコ 52.9 41.0 民主 4.0 
オハイオ 50.1 48.2 民主 -1.4 
ウエストパージニア 35.5 62.3 共和 -7.1 
ワイオミング 28.0 69.3 共和 -4.7 
アイオワ 52.1 46.5 民主 -1.6 
フロリダ 50.0 49.1 民主 1.0 
アーカンソー 36.9 60.5 共和 -2.0 
ケンタッキー 37.8 60.5 共和 -3.4 
ノースカロライナ 48.4 50.6 共和 -1.3 
ニューハンプシャー 52.2 46.4 民主 -2.2 
ノ〈ー ジニア 50.8 47.8 民主 1.8 
ミズー リ 44.3 53.9 共和 -5目。
ジョー ジア 45.4 53.4 共和 1.6 
ネバダ 52.3 45.7 民主 -2.8 
ルイジアナ 40.6 57.8 共和 +0.7 
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2000 コ ア(民) 42 54 十12
ブッシュ(共〕 53 43 -10 
2004 ケリー(民〕 44 51 十7
ブッシュ〈共〉 55 48 -7 
2008 オパマ(民) 49 56 +7 
マケイン(共〉 48 43 一5
2012 オバマ(民) 45 55 十10






白人男性 35 62 -6 
白人女性 42 56 -4 
黒人男性 87 12 8 
黒人女性 96 3 。
ラティー ノ 男性 65 33 +1 
ラティー ノ 女性 76 23 +8 
アジア系男女 72 26 +10 


















































18-29 30-44 45-64 65-





















































































Berelson and Gaudet 1948)。
{注》
(1) 選挙人数=下院議員数が4増となったテキサス州は，2000年から 2010年に




(2 ) センサスによると， 4地域別の 2000年から 2010年の聞の人口増加率は，北
東部3.2%，中西部3.9%であったのに対して，南部 14.3%，西部13.8%であっ
た。米国の人口に占める地域別割合は， 2000年には北東部 19.0%，中西部22.9
%，南部35.6%，西部 22.5%であったのが， 2010年には北東部 15.5%，中西
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部 13.2%，南部41.0%，西部 30.3%になっており， 2010年には南部と西部を
合わせて7割を超えた。また，北東部と中西部では白人人口が減少している。





1"を“周縁南部 (RimSouth)"という (Kapeluk，Moreland and Steed 2009)。
これら南部 11ナ|・|の選挙人数の合計は， 2008年選挙当時の 153人から 2012年
選挙では 160人に増加した。 538人の選挙人全体に占めるパーセンテージは
28.4%から 29.7%に上昇した。なお， 1960年のセンサスに基づく 1964年と 68
年選挙ではこれら 1州が選挙人全体に占めるパーセンテージは 23.8%であり，
長期的にこの割合は増大傾向にある。
(3) 婚姻に関する米国の状況はここ 50年間で大きく変化した。 1960年には 18
歳未満の子どもうちの 88%が結婚している両親と共に暮らしていたが， 2010 
年にはそれが66%に減少している。未婚の母毅から生まれた子どもの割合は
1960年iこは 5.3%であったのが 2010年には 40.6%にのぼっている。そして，
片親家庭の割合は 1960年には 9%だったのが2009年には 35%に上昇している。
ホワイトは，アメリカ人は結婚相手(向性婚も含む)，結婚回数，結婚時期に











2008年には 25%であったのが， 2012年には 39%へと 14ポイントも増加した。






















党が支配すること)を望む声が，前年 (2011年)には 28%だったのが， 2012 





の88%が既婚の親と暮らしていたが， 2010年には 66%にまで低下した。 (2)
1960年には生まれた子どもの 5.3%のみが未婚の母親から生まれたがそれは
2010年には 40.6%に上昇している。 (3)1960年には片親の家庭が全世帯の 9%
であったが， 2009年には 35%にまで上昇している。 (4)結婚せずに同棲してい
るカップル数は 1960年の 43万 9，000組から 2010年には 770万組になってい
る。 (5)2010年には， 35万 8，390組の向性カップルが存在し， 2012年の投票日
までに 9つの州で、同性婚が合法化された (White2013: 188)。
(9) 1980年と 2010年とを比較すると，全米の白人割合は 80%から 64%に低下
し， ヒスパニックが 6%から 16%，アジア系が 2%から 5%に増加した。 1980
年には 3分の 2のコミュニティで白人の割合が 90%以上であったが， 2010年
にはそれが3分の lに低下。若者の白人が都市に移り住んだこともあり，小都
市や農村部での白人割合の減少が著しい (USATODA Y 2013/9/7)。
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